
神戸大学卒業後、日本盛株式会社に
入社。品質管理課、QC推進事務局、
人材開発課長、マーケティング室課長
を歴任。1998年に独立し、現在に至る。

マネジメント研修、ＯＪＴ研修、中堅職
員研修、職場活性化研修、コミュニ
ケーション研修、政策形成・研究指導、
業務マニュアル作成・改訂指導、業務
改善、問題解決、創造性開発、人事
労務管理、ＱＣサークル活動指導、接
遇マナー、ＣＳ、インストラクター養成、
折衝・交渉研修などのテーマで多くの
自治体や企業で研修を実施中。

ＪＳＴ指導者、ＱＣサークル関東支部京
浜地区アドバイザー、食品衛生管理
者、統計官主事、TPI-GAD・PACイン
ストラクター、AIAコーディネーター、
AMPアドミニストレーター、日本科学技
術連盟 講師 などの資格を持つ。

コンセプチュアル/ 2日研修

業務改善

一般社団法人 日本経営協会講師
杠 隆 史 （ゆずりは たかし）

意識改革から組織文化の変革まで

本講師の自治体での他の研修
a. 問題解決
b. 人事評価での目標設定
c. マネジメント・部下育成
d. 創造性開発
e. 職場活性化
f. 業務マニュアル作成
ｇ. 政策形成 他

 本研修の概要とねらい
①業務改善のノウハウや姿勢を学び、職場で改善活動を実践できる。
②たゆまぬ業務改善や問題解決・政策立案と実行ができるようになる。
③職員の意欲と能力を短期間で飛躍的に向上させる。

 主なコンテンツ
業務改善のための問題発見の着眼点、業務改善の手順、業務改善の事
例研究など （詳細は裏面のタイムテーブルをご参照ください）

 演習/実習
グループディスカッションやグループワークを多く取り入れた参加型研修を
行います。深く考えることにより多くの気づきを得られる研修です。

 受講対象（推奨） ２年目職員以降、管理監督職まで

 講師からの一言
導入している自治体では、業務改善や問題解決による仕事の効率化、職
員提案制度の活性化、人事評価制度との連動による組織目標の確実な
達成、働き方改革への寄与など、多くの大きな効果も得られています。

Revised



業務改善

2日研修タイムテーブル案（１日目と２日目の間の３ヵ月～４ヵ月は全員が職場で改善に取り組みます）

一般社団法人 日本経営協会 関西本部
〒550-0004 大阪市西区靭本町1-8-4（大阪科学技術センタービル）
電話 06-6443-6925 FAX 06-6441-4319
URL  http://www.noma.or.jp

本研修に関するお問い合わせ

■本研修を受講した研修生の感想
✒グループワークや討議など、自分たちで考えることができる仕掛け
が多くあり、業務改善の考え方についてよく理解できました。
他市の取り組み事例も大変参考になりました。
✒研修受講前は、何をどのように改善を行えばよいかわからなかった
が、改善手法の基本的なステップを学び、身近なところに、改善テー
マがあることに気づいた。
✒改善が必要と思っていても、どう取り組んでよいかわからなかった
が、この研修を受講してよく理解でき早速やってみて大きな効果が
得られた。また、モチベーションも上がった。

■本研修コーディネート担当者からの
ワンポイントメッセージ
✒この研修を受けることで、主体的に改善に
取り組むようになったという事例がたくさんあり
ます。
✒業務にかかる時間の削減、紙や備品のムダ
の削減、収税率の向上による歳入増加、
そして何よりも職員の意欲能力の向上と、
費用対効果が抜群の研修です。

1日目研修テーマ 主なコンテンツ 2日目研修テーマ 主なコンテンツ
１．業務改善に有効なアイ
デア発想法

２．まわりの期待に応える
３つの能力
３．業務改善とは

４．業務改善の目的と対象
５．業務改善の基本姿勢
６．業務改善に役立つ問題
解決の基本

☞アイデア発想演習、アイデア発
想技法、アイデア発想を阻むクセ、
創造性やアイデア発想を阻むカ
ベ、だれもが持っている創造性や
アイデア発想力

☞業務改善の基本につい
て学ぶ。

１．改善成果の発表 ☞個人の発表ごとに質疑
応答と講評

昼食 昼食

７．業務改善に活用でき

る品質管理のものの見

方・考え方

８．業務改善のための問

題発見の着眼点

９．業務改善の事例研究

10．業務改善の実際

11．職場での改善活動

の実践

12．まとめ

☞演習

☞自治体や企業の改善の
ための問題解決シートの
作成、相互検討

☞人事評価制度の｢業務目標｣

との連動、仕事の喜びを考える、

自己啓発のすすめ

２．総評

３．研修のポイントの振り

返り

４．継続的な改善活動に

向けて

５．まとめ

☞改善活動の重要なポイ
ントのまとめ

☞研修のキーワードを復
習

☞各自治体で改善活動を
習慣化し根づかせるため
のポイントを解説。

※内容を圧縮して1日間での実施も可能です。


